
 

 
 

平成 26年度 

 

 
学位（博士）の授与に係る論文内容 

の要旨及び論文審査結果の要旨 

 
（平成 26年 9月授与分） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

北九州市立大学大学院 

社会システム研究科 



ぐれた Conrad 論となっている。もっとも評価できるのは、人間精神に内在す
る暴力、力への欲望、欺瞞性といったテーマを、怪物という一つの表象に関連

づけ、作品中で可視化される過程を示すことで、これまで漠然と作品ごとに分

析され、個別的に論じられてきた Conrad の文明批判、近代精神批判に具体的
な形を与えることに成功している点である。 

平成 26 年 9月 4 日に、北九州市立大学北方キャンパス本館 E-313 教室にお
いて、審査委員全員出席のもとで最終試験を実施して学力を確認し、論文の説

明を受け、質疑応答ののちに、全員一致で当該論文が博士(学術)として十分な

内容であると判定した。 
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学位被授与者氏名 今川 京子（いまがわ きょうこ） 
学位の名称 博士（学術） 
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論文題目 コンラッドにおける「怪物」 

－近代の闇を顕在化させる表象群をめぐって 
論文題目（英訳ま

たは和訳） 

Conrad’s Monstrous Images: 
Visualizing Invisible Darkness of the Modern Society 

論文審査委員 論文審査委員会委員主査： 

北九州市立大学外国語学部 教授 文学修士 木原 謙一 

同審査委員： 

北九州市立大学文学部 教授 文学修士 田部井 世志子 

同審査委員： 

福岡女学院大学人文科学研究科 教授 文学修士  吉田 徹夫 

論文審査機関 北九州市立大学大学院社会システム研究科 

審査の方法 北九州市立大学学位規程（平成 17年 4月 1日大学規程第 96号）第 10条各
号の規定に基づく学位授与判定による 

論文内容の要旨 

 

本論文は、19 世紀末から 20 世紀初頭にかけてのイギリスを代表する作家の
一人である Joseph Conrad を対象とし、作品に表れる「怪物」という表象に焦
点を絞って分析したものである。今川氏は、「怪物」をその時代の道徳体系、価

値体系を越えようとするときに生じる不安を表象するものとし、逆説的に社会

の閉塞状況を打開する恐怖のトリックスターとして位置づけている。本論文に

おいて、Conrad の「怪物／怪物性」は、近代社会が内包する虚偽性を顕在化
させる力として、また道徳の名のもとに隠蔽されている人間の欲望、残忍な破

壊衝動を具象化して見せる視覚装置として定義づけされている。本論文の狙い

は、怪物表象を分析することで、近代が抱えている闇の部分を最初に明確に具

象化した作家として Conrad を評価し、T. S. Eliot、Ezra Pound、Scott 
Fitzgerald、William Faulkner、Graham Greene、William Golding、George 
Orwellなどのモダニズムの先駆けとして位置づけることである。 

論文審査結果の 

要旨 

Conrad は、その保守的傾向のためにポストコロニアル的な視点、あるいは
フェミニズム的な立場から攻撃の対象となることが多い。今川論文は、そのよ

うな批判的先行研究を踏まえた上で、Conrad 文学の焦点は、西洋による植民
地の搾取状況や、社会的不平等を糾弾することにはなく、近代文明、近代精神

の内省的批判にあるとし、この見地から Conrad の再評価を試みている。今川
氏は、Conrad の全作品に形を変えて表現される近代文明、近代精神の批判の
テーマを包括的に怪物的表象として捉え、主要な４つの作品に異なる形で表さ

れた「怪物／怪物性」を、同じく怪物的表象を用いた他の作家——例えば、
Dostoevsky、W. B. Yeats、George Orwell——と比較しつつ、その特徴を多角
的に分析している。一方、本論文にはいくつかの矛盾点もある。今川氏は、論

文の最初の章において、Bakhtin のカニバリズム論を援用しつつ、怪物を時代
の虚偽性を異化し、顕在化させるトリックスターと定義し、肯定的、否定的な

二つの面、両義的性質を強調しているにも関わらず、後半においては、単純に

否定的な表象として扱っている。その他分析の甘さや、論理的矛盾、引用の不

正確さや説明不足の点も見られるが、全体としては多くの発見と示唆に富むす 
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